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論文内容の要旨
来る21世紀は 1"高齢者の世紀!といわれる程.~が国の高齢化は急速に進行している。また， これに伴っ
て寝たきり，痴呆・康切による要支援や要介護の高齢者も急増している。 ー方.今日間われていることは，
単に身体的に「長生きする」というだけではなく，長くなった老後生活を，生きがいを持って自立して暮
らせるような.r生活の質〈以下QOL) の維持・|向上を同指すことである。しかし 75歳以後の後期高齢
者は，運動器系や心肺器系などの加齢による老化現象，不必要な安静による廃用性症候群， さらに病気や
外傷による障害などで向"'IT.生活に必要む体力が著しく低下する傾向にある。また， これらの要怯lが電なり
あって最終的には“寝たきり"状態を強いることになる。従って，後期高齢者の低ドした体力を可能な限
り改善することは，老後のH常牛
特に，このことは施設に入所中の要支援.要介謹状態に近い8ω0歳代の後期高齢者において強調する必要が
あるo
虚弱な後期高齢者に対する運動訓練は，安全で，日常の基本的動作のような簡便で， しかもADしの改善
に直接結びつく方法がよいといえる。しかし，このような訓練効果を検討した基礎的研究はほとんど報告
されていない。本研究では，運動訓練の対象者を体力低下の要因から運動器系と心肺器系の 2つに分け，
安全で簡便な動作を用いた2カ月間の訓練を行い，これらの効果が自立生活に必要な歩行能力や作業能力
などを含めたADLに与える影響を検討した。
訓練に先だって，運動筋に対する安全な負荷量を決定するため.嫌気性解糖関値(以下AT) と最大酸素
摂取量の両レベルの負荷量を用いて，自転主主エルゴメータによる筋肉の負荷程度を筋電図解析ーから検討し
た。その結果より，本研究ではATレベルまでの強度と思われる普段の基本的動作で，その最大能力の約50
%を安全な負荷量として訓練を行った。
まず，運動器系に対する訓練では，加齢や(雇用性により体力低下を来している老人保健施設に入所中の
平均80歳の後期高齢者を対象に.下肢および上肢の訓練を行った。訓練は3種類行い，それぞれ無作為に
10{9IJづ、つの非訓練群と|司じく10例づ‘つの訓練群の2群に分類したc訓練1では「椅子からの立ちJ-:がり動
作J.訓練2では|踏み台昇降動作」の訓練を行¥."，歩行能力に及ぼす影響を検討した。また.訓練 3では
「数取器を押す動作|の訓練を仔L、作業能力に対する効果を検討した。その結果.非訓練群ではいずれにお
いても有意な変化を示さなかったが，訓練群ではその効果のまとめとして，最大筋力，動作の最大持続時
間，反応時間，および立位での最大重心前後移動距離が有意に改善した。 ド肢およびトー肢の筋力・筋持久
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力の改奮は神経・筋系の興奮性の増大によるものと考えられたひこの下肢筋力の改善は，反応時間を短縮
させて転倒予防に働き，ならびに前後移動距離を増大させて歩行の際の重心移動の安定に働き， これらの
総合的作用により歩行距離が延長したものと推察できる。上肢，特に手指の筋力・筋持久力の改善は，ベ
グボードを用いた作業能力を増大し.また，これらが生きがいづくりに必要を創作やレクリエーション活
動を増大させるものと想定できた。
次に，心肺器系に対する訓練では.加齢に加えて換気制限とガス交換障宮を有する11例の高齢肺気腫患
者に歩行能力やADLを増大させるための「下肢向転車エルゴメータ」を用いた訓練を行った。その結果，
ド肢筋群や腹・背筋群の持久性の改善.さらに一定負荷時の換気効率や有酸素代謝能力の改善によって運
動中の息切れ感が減少した。これらの効果により体ノJ低ー ドが改善し， ADLが増人ーしたものと考えられる。
木論文は，虚弱な後期高齢者lこ安全で簡便な基本的動作を用いた 2カ月間の訓練を行った。その結果，
筋機能，バランス機能および呼吸機能が改善し，歩行能力や手指能力を合めた八DL，さらには牛舎きがいづ
くりやQOLの向上に役立つことが想定できた。米る「高齢者の出紀Jは要支援・要介護状態の急増が予測
されていることから，本論文がこのような状態lこ対する安全・有効で，かっ実際的な予防対策の一助とな
ることが期待できる。
論文審査の結果の要旨
技が国では平均寿命の延長により，高齢者は増加の一途にある。特に75歳以後の後期高齢者でlL 加齢
による心肺機能の低下に加え，神経・筋機能の低ド， 1メ応性やバランスの低ドなどにより体力の減弱が著
しい。また.高齢者では慢性疾患の擢患率が高く.転倒により骨折が加わると体力は一層低下する。この
体力低下が向サ.生活を制限し最終的には“寝たきり"状態になる。従って.後期高齢者の廃同性により
低下した体力を改吾し，自立生活を支援することは，老後のQOLを向上させる重要な課題である。この社
会的背景を踏まえて作成した本論文の特徴は，第ーに骨格筋や筋.神経を含む運動系機能の低下が認められ
る対象として老健施設で療養中の後期高齢者を，また心肺系機能の低下が認められる対象として中等度以
上のJMi機能障害をもっ肺気腫患者を選んで、検討したことにある。第ーニの特徴は，対照群において訓練効果
を比較するプロトコールをJHいて効果判定を行った。第二:は，訓練方法に安全・簡便でどこでもできる日
常生活動作を伺いたことにあるO 第四の特徴として，訓練効果を下肢・上肢の筋機能.表面筋電岡，重心
調節j機能.呼気ガス分析から総合的に解析した。さらに，これらの効果が自立牛.活に必要な歩行能力や作
業能力などを含めたADLに与える影響を検討したことにある。
後期高齢者の訓練に先だって，第且章では，運動筋に対する安全な負荷量として，嫌気性解糖関値(AT)
で，疲労に至る最大時間の50%の持続運動は.筋電凶学的に安全であることを実証した。第皿章では.老
健施設に入所中の後期高齢t<t1Jこ， ド肢筋の訓練として， (1)椅子からのす.ち上がり動作， (2)踏み台昇降
動作を，上肢筋の副1I~賓として， (3)数取器を押す動作をATレベルで，最大時間の50%の持続運動を 2ヵ月
間行なった。その結果，いずれの訓練でも訓練筋の筋力や筋持久力が増し，歩行能力が延長した。さらに，
運動開始時の筋収縮速度を示すMotorTimeが短縮することを示した。このことは，歩行時にバランスを
崩した時でも，すばやく体勢を立て直すことが可能で，高齢者にとって転倒予防に重要である。また，手
指の作業能力の増大は，創作やレクリエーション作業を通して「生きがいづくり」に結びつくことが推察
できるo第IV主主では，高齢の月Ili気腫患者に自転車エルゴメータによる運動訓練を行ない，腹・背筋軒の持
久性の改普，換気効半の改善，有酸素代謝能力の改善によって運動中の息切れ感が改善したことを示した。
これらの総合的な効果により，肺気腰を持つ高齢者でも運動訓練を行うことによって体力低下が改善し、
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ADLの増大に結び.つくことを実証した。
以上より本論文では，要支援・要介護状態に近い後期高齢者に対して. 円常動作を用いた運動訓練によ
り，下肢・上肢の筋機能の改善や歩行時のバランスの改善を伴って自立生活や生きがいづくりに必要な歩
行能力や手指能力を増すことを実証した。さらに，高齢の肺気腫患者ーであっても.運動訓練によって換気
効率や有駿素代謝能力が改善し.ADLが向上することを示した。この日常動作を用いた安全で簡便な， し
かも，いつでもどこでもできる運動訓練は日常生活にも直結し，有効で.かつ，実際的な方法になりうる。
来る21世紀の[高齢者の世紀」は要支援・要介護状態の高齢者が急増することが予測されているが，本論
文で述べた訓練がこのような要支援・要介護状態に対する予防対策の一助となることを期待される。よっ
て，本論文は博士〈学術)の学位を授勺ーされるに備する形式と内容を備えていると判定した。
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